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　去年の秋，旧友が福島に来訪，数十年ぶりに語り合う機会を得ました。話題はもっ

ぱら福島。筆者はいつも身に付けている新型の個人線量計を取り出し，「住民が自分

で放射線状況を把握するのに大変有用である」と話しました。すると友人は「線量計

は放射線管理区域の中で作業者が線量を把握するためのもの。普通の人が持つのは違

和感がある」と一言。長年 RI管理を行ってきた放射線管理のプロとして，この見解
は大変もっともです。線量計が必要な場は，放射線管理区域にも比べ得るので，一般

の方が住むことに違和感があっても当然です。

　福島の多くの方々にとって，放射線は今も身の回りに存在する大きな問題です。放

射線は実態が見えず，制御する手段もないと感じている方々は，他力本願の除染に頼

るしかありません。しかも除染がなされても安心には至らず，自分の故郷の暮らしに

自信が持てない方々もおられます。このような方が自信を回復するには，どうすれば

よいのでしょう？　専門家が講演会で「線量は低いのだから安心しなさい」と言って

も，実感としての安心にはつながりません。

　ここで，自分の外部被ばく線量を個人線量計で，食材を検査機器で，内部被ばく線

量をホールボディカウンターでそれぞれ測定すると，これは自らできる確認の行為で

す。放射線状況を知ってこれを制御するための第一歩です。すなわち測定は，これま

で対抗手段がなく手を拱いていた放射線状況に自ら前向きに取り組む意味を持ってお

り，自信回復の第一歩にもなります。実際にこのような過程を経て，自分たちの故郷

での暮らしを取り戻した例も報告されています＊。

　ただ，測定して得た放射線量により，自分の暮らしの範囲を狭めることになるのは

注意が必要です。それより，外部・内部被ばくや食品の線量が分かれば，見えなかっ

たものの実態が把握でき，恐れるのではなく，線量のないものは気にせず，線量が高

いものは避けるという取捨選択が可能になり，生活の範囲を広げることができます。

筆者が尊敬する福島在住のある先生は，「自分が受ける放射線量を知り，その意味を

知ることは，放射線状況の中での自由を獲得することにつながる」と述べておられま

す。そして自由を取り戻してこそ，暮らしを取り戻したことになるのです。

　冒頭に述べた友人の違和感は，長年の放射線管理の経験に基づくものでした。でも

福島第一原子力発電所事故は，いわゆる平常時の計画被ばく状況における放射線管理

では対応し得ない現実を作りました。今思うと，今回の事故では，筆者自身も自分の

専門性にとらわれて判断をしてしまったことがありました。そしてこういった専門家

を尻目に，放射線の専門知識を持たない方々が，福島第一原発の事故において実に見

事な支援を展開されている例も多く見られます。これらから見えるのが，特定の目的

に特化しすぎた専門性は，時として専門家を縛るものになるという側面です。以上，

自戒の思いを綴らせていただきました。

専門性に縛られる？
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